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人のうち o歳1525人(18%). 1， 2歳3566人(43%).
3， 4， 5歳3117人(38%)であり 0， 1， 2綾の占め
る割合が61%と圧倒的に多い。また， T B S報道局仙の
行った東京都内におけるベビーホテルの実態調査におい
ては，さらに顕著にあらわれている。子どもを預ける年



























































































































級察者は 2名で 1名は観察・ 3己主止に専従し， もう 1名
























































































































気外aきb li ぃ入7販8 2時8.5 父 観→天2預0217sf 
浴せ 少 し 85 81.0 
調母以手相
観父母 106 38.7 
-τ 
8¥、いいえ 96 35.0 おじ・おぱ 26 9.5 
光る 外比
浴か 不 明 15 5.5 でな 兄 姉 67 24.5 る
おを誌与か
は L、 158 55.8 人 その他 22 8.0 
4草
い いえ 103 37.6 不 明 30 10.9 
不明 18 6.6 泣 抱 < 178 65.0 
赤 は 、 40 14.6 きど 声をかける 105 88.3 続うち串 けし-せ 少 し 77 28.1 るで It!.っておく 81 11.3 んて 時ぃ体い いいえ 140 51.1 その他 12 4.4 
割隆志 る
をか 不明 15 5.5 色・ 不明 15 5.5 
積手相 li ~、 141 51.5 主 母 親 140 51.1 
望邑fo いいえ 114 41.6 }ζ 
的す 入 父 組 102 37.2 
日る 不 明 18 6.6 浴
きも、 組 母 55 20.1 li 、 66 24.1 テよ せるレ〈 その他 8 2.9 
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時間決め慶筑 母乳 欝〈他 持勢* お事ちeを与える 共.~僻〉他*
鍋いて侵乳 母乳 量章〉他持勢 積極的陀相手 依家族〉他 持
寝かして授筑 母抗野く他#骨骨 テレビをみる 第子癖〉他*




組きる頃 節子爵〉他特* 泣き続ける時 保育器爵く他持
そば IC¥、る 保育棒鮮〉他 * 抱 〈篠家族〉他特長
|路おし かけて 篠家族>他特# 護士続J12?核家鍍く他持持持め交換
(争時 Fく0.05 券発 P< 0.01 持持持 P<O.OOI) 
( 6) 
表-3 保母のかかわりの実態





かかわり方 総 数 ① ② ① ① ⑤ ⑥ 
鎖 繁~ 51% 466 61% 6t' 4l' J6 aI' 
散時 々 22 42 48 36 88 44 39 43 
歩あまり s 6 12 8 。12 s 14 
その他
。。。。。。。
fo s) (1) (2) (4) (3) 
赤定期的 9 17 
42s49'，e e 4 7 28 12 22 10 
ち. 時 々 16 3D 18 28 32 41 う4 14 
会ゐまり 20 38 16 57 31 41 32 48 
操その他 8 15 12 18 16 15 6 29 
乾定期的 29 55 48 61 74 44 69 88 
布時 々 10 19 28 11 tt 24 la 29 
ま
きあまり 6 1 16 7 。18 9 14 
っ そ の他 8 15 8 21 16 15 9 24 
定期的 43 81 76 86 84 79 75 90 
体 時 々 s 6 12 。。9 6 5 
浴晶まり 。。。。。。。。
その他 5 9 (4 8) 14 1fS1 } (S9 ) 1(S6 ) (0 5} (2) (4) 
テ見せている 13 25 20 29 21 26 22 m 
レ見せτ1てA、 35 66 68 64 68 68 69 62 
ビその他 s 6 8 4 5 6 s 9 I (2) (4) (4) (4) (11) (6) 


















①'M 25図 47% ②群 28図 53% 前100%
③群 19図 36% ④群 34図 64% 計100%






は l的自匹をιえる ' 
総 ① ② 保③ 保③ ⑤ @ 両クー ルー プ 6 6 他
ケ ケ 母 母 のよ
月 月 対 対 子う
来 以 応 応よ
をな 左
満 降 組o働主入 入所 対よ 対り数 所 一旬 一わ さかーよ 一る せけ ト)
L、 も、 るftJ
項 自
5a 25 28 19 84 32 21 
① )授乳担 ・厳乳食は
ア 任のうち特定の 6 4 2 2 4 2 4 
一人が食べさせる (11) (16) ( 7) (11) (12) ( 6) (19) 
イ)担任が交互K食べ 45 20 25 17 怨 29 16 
事 せ る (lti) (8)) (89) (89) (82) (91) (76) 
ウ)そ の 他 2f4) 
。 2 。 2 。 2 
( 0) ( 7) ( 0) ( 6) ( 0) (10) 
エ〉熊 記 入(2) 
。 1 。 。
( 4) ( 0) ( 5) ( 0) ( 3) ( 0) 
② 他の子どもを憲議事
せるようなζとばかけ 24 9 15 9 15 28 1 
ア}と〈日意識的にし (45) (36) (84) (47) (44) (72) ( 5) 
ている
イ}と きどきしている ro 10 10 9 1 8 12 (38) (40) (36) (47) (32) (25) (57) 
ウ}あまりしむい 4 3 1 
。 4 。 4 
( 8) (12) ( 4) ( 0) (12) ( 0) (19) 
エ)そ の 他 2(4) 2 
。 1 。 2 
( 8) ( 0) ( 5) ( 3) ( 0) (10) 
オ)無 記 入 8 2 1 
。 s 1 E 










































































































は. 人的 ・物的環境，即ち保育条件に負うと ころが大き
い。2かな保育環境において， 意図的に集団保育が進め
られるならば，集団保育は O歳からの子どもの成長発達



















































tl> I 0腕・頭 ・肩をもちあげて、視
> I 
月| 界をひろげようとする 10鴎語の発声陀応じる一発誇の意欲を 10保母の膝の上で、あるいは保母が抱
児|。人の働きかけによく反応し、笑 | 育てる | いて身体接触を通じて遊ばせる















。体重が2倍を乙えると厳乳開始 1 0 ~ Jレクは必ず抱いて飲ませる






















































































回数 月 令 時 間 勺た時間 た割合
1 6か月 2 1 5分 5 a分 259届
2 7か月 2 1 0分 72分 34% 
s 1 0か月 1 7 5分 109分 62% 






















































示した。 2 歳代が多少とも良い傾向を示した ~Iï. 3. 4 
歳代が予氾l したほど良い傾向を示さなかった~I~が特徴的
であった。次に，知能に関しては o歳代入所が最も高
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Surnrnary 
In this study， continued from study 1，日rstof al， a critique is made of the recent (1975 -1981) domestic and inter-
national situation conc右rningnurseries for infant: (1) policies on nurseries， (2) emergence of nursing industries， (3) pro・
pulsion of group nursing for six weeks of age after birth， (4) the increase in studies of the infant-father relationship 
Secondly， the following spec泊citems from recent research on babies under one year of age are brought up and ex-
plored: (1) infant-mother interaction， (2) infant-nurse interaction， (3) the development of babies under one year of age and 
a way of their nursing， (4) the problems of family-rearing， (5) other reports 
Finally， the summary of this research is presented， and its relevance to today's group nursing for babies under one 
year of age is given_ In addition， neccesity of improving the nursery systems and a new theory on nurseries ar巴pomt-
ed out as proper subjects for futher discussion. 
( 14 ) 
